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暴
風
雪
・
大
雪
の

　
　
除
雪
対
応
と
被
害
状
況

今年の冬の暴風雪や大雪

金澤瑛町長の行政報告
　

今
年
の
冬
は
、
頻
繁
に

発
達
し
た
低
気
圧
に
よ
る

暴
風
雪
・
大
雪
に
見
舞
わ

れ
、
昨
年
12
月
か
ら
昨
日

ま
で
、
暴
風
雪
警
報
と
大

雪
警
報
が
そ
れ
ぞ
れ
８
回

発
令
さ
れ
、
特
に
１
月
27

日
か
ら
２
月
15
日
ま
で

は
、
ほ
ぼ
一
週
間
毎
と
な

っ
た
。
こ
れ
ら
の
暴
風
雪

に
よ
り
、
町
内
国
道
と
道

道
は
随
時
通
行
止
め
と
な

り
、
町
道
を
含
め
町
内
の

全
域
に
亘
り
道
路
の
通
行

不
能
な
状
況
が
発
生
し
、

酪
農
家
へ
の
生
乳
集
荷
作

業
や
学
校
の
臨
時
休
校
、

ま
た
、
各
種
行
事
が
中

止
・
延
期
に
な
る
な
ど
、

生
産
活
動
や
住
民
生
活
に

大
き
な
影
響
が
生
じ
た
。

通
行
不
能
に
よ
る
生
乳
の

廃
棄
量
は
、
３
月
５
日
現

在
で
述
べ
46
件
で
約
52
ト

　

本
町
の
秋
サ
ケ
漁
獲
量

は
７
年
続
け
て
８
千
ト
ン

台
を
下
廻
り
、
昨
年
は
対

前
年
42
％
減
の
４
１
４
４

ト
ン
と
、
大
変
深
刻
な
結

果
と
な
っ
た
。
種
卵
確
保

数
も
他
管
内
か
ら
の
移
入

卵
を
含
め
て
計
画
の
90
％

し
か
確
保
で
き
ず
、
厳
し

い
状
況
に
直
面
し
た
。
こ

れ
ら
の
結
果
を
受
け
、
町

と
し
て
は
漁
業
協
同
組
合

と
対
策
協
議
を
行
っ
て
お

り
、
い
か
に
し
て
資
源
の

回
復
を
図
る
か
で
あ
り
、

ン
、
被
害
額
は
お
お
よ
そ

４
８
０
万
円
と
な
っ
て
い

る
。
家
畜
へ
の
被
害
は
な

か
っ
た
が
、
農
場
の
牛
舎

屋
根
の
一
部
倒
壊
が
１
件

発
生
し
て
い
る
ほ
か
、
簡

易
堆
肥
舎
等
合
わ
せ
て
４

件
の
損
壊
被
害
が
あ
り
、

被
害
額
は
約
３
千
万
円
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
度

重
な
る
積
雪
に
よ
り
、
建

物
の
倒
壊
の
危
険
性
が
高

ま
っ
た
箇
所
に
つ
い
て
、

要
請
に
よ
り
、
独
居
高
齢

者
住
宅
１
軒
、
及
び
４
農

家
の
牛
舎
を
そ
れ
ぞ
れ
職

員
を
派
遣
（
述
べ
32
人
）

し
除
排
雪
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
除
雪
に
つ
い
て

は
、
委
託
業
者
６
社
と
町

直
営
に
よ
り
実
施
し
て
い

る
が
、
１
月
末
時
点
で
予

算
額
に
対
し
88
．
２
％
の

執
行
と
な
る
支
出
が
確

定
し
た
こ
と
か

ら
、
２
月
以
降

の
除
雪
予
算
が

多
額
の
不
足
が

生
じ
る
見
通
し

と
な
っ
た
。
こ

の
た
め
、
２
月

23
日
開
催
の
議

会
各
常
任
委
員

会
で
２
月
分
の

除
雪
経
費
と
し

て
１
月
分
相
当

額
の
４
千
万
円

を
、
２
月
６
日

付
け
で
専
決
処
分
を
し
、

ま
た
、
３
月
分
除
雪
経
費

に
つ
い
て
は
、
専
決
処
分

後
の
不
足
分
６
千
万
円
の

増
額
補
正
予
算
を
本
定
例

会
に
提
出
す
る
旨
、
担
当

課
か
ら
報
告
さ
せ
た
。

秋
鮭
資
源

対
策
と
不
漁

原
因
の
解
明

金澤瑛町長の行政報告

生産活動や住民生活に
大きな影響
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標
津
高
校
の

　
存
置
対
策

議
会
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ〔
改
選
後
〕

漁
業
者
、定
置
漁
業
部
会
、

漁
業
協
同
組
合
、
根
室
管

内
さ
け
ま
す
増
殖
事
業
協

会
、
そ
し
て
町
が
一
丸
と

な
っ
て
、
し
っ
か
り
と
し

た
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
ま
た
、
サ
ケ
の
不
漁

要
因
の
解
明
調
査
に
つ
い

て
は
、
北
海
道
水
産
総
合

セ
ン
タ
ー
さ
け
ま
す
資
源

部
や
北
海
道
立
総
合
研
究

機
構
さ
け
ま
す
・
内
水
面

水
産
試
験
場
で
多
額
の
経

費
を
か
け
て
継
続
し
て
い

る
が
、
広
大
な
海
洋
域
に

お
い
て
極
め
て
狭
い
ポ
イ

ン
ト
に
よ
る
調
査
と
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
状
況
や
、

海
域
の
多
く
が
ロ
シ
ア
領

に
及
ぶ
こ
と
も
あ
っ
て
、

不
漁
要
因
を
特
定
す
る
に

も
至
っ
て
い
な
い
。
こ
の

こ
と
か
ら
然
る
べ
き
時
期

に
地
元
関
係
団
体
と
一
体

と
な
っ
て
国
や
北
海
道
に

対
し
、
そ
の
原
因
解
明
に

向
け
調
査
体
制
の
強
化
等

に
つ
い
て
強
く
要
望
し
て

い
く
。
町
と
し
て
な
し
得

る
対
策
に
限
り
が
あ
る

が
、
引
き
続
き
自
然
産
卵

調
査
や
河
川
の
環
境
保
全

事
業
な
ど
に
取
り
組
む
。

　

標
津
高
校
の
存
置
対
策

は
、
従
来
か
ら
２
間
口
確

保
に
向
け
た
対
策
を
講
じ

て
き
た
が
、
昨
年
末
の
中

学
３
年
生
の
進
路
調
査
の

厳
し
い
結
果
を
受
け
、
新

た
な
支
援
対
策
を
打
ち
出

し
た
。
こ
の
結
果
、
平
成

₂₇
年
度
の
出
願
者
は
、
定

員
₈₀
人
に
対
し
平
成
₁₀
年

の
₇₉
人
に
次
ぐ
₇₁
人
と
な

り
、
２
間
口
が
確
保
さ
れ

た
。
標
津
高
校
は
、
本
町

の
子
ど
も
達
の
教
育
環
境

に
と
っ
て
大
変
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
お
り
、
引
き

続
き
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

■ 

常
任
委
員
会
の
複
数
所

属
◦ 

２
委
員
会
制
で
複
数
所

属
と
し
、
定
数
は
次
の

と
お
り
と
す
る
。

 

▽  
総
務
経
済
常
任
委
員
会

　
　
　

７
人

 

▽  

文
教
福
祉
建
設
常
任
委

員
会　

６
人

◦  

議
長
、
副
議
長
、
常
任

委
員
長
は
複
数
に
所
属

し
な
い
。

同意案件

諮問案件

根室町村等
公平委員会委員
渡辺　好之

標津町北２条東１丁目
〈任期〉
平成27.４.１～30.３.30

人権擁護委員
栗栖　敏博

標津町字川北1930番地４
〈任期〉
法務大臣の委嘱の日から
３年間

■  

常
任
委
員
会
の
所
管
課

等
協
議
報
告
事
項

◦ 

行
政
側
の
議
案
等
の
所

管
課
等
協
議
報
告
事
項

は
、
合
同
委
員
会
で
開

催
す
る
。

◦ 

そ
の
際
は
各
常
任
委
員

長
、
副
委
員
長
が
交
互

に
務
め
る
。

◦ 

「
閉
会
中
の
所
管
事
務

調
査
事
件
」
の
協
議

は
、
合
同
委
員
会
の
前

後
と
す
る
。

■
そ
の
他

● 

意
見
書
の
取
り
扱
い

　

議
員
控
室
に
受
理
し
た

意
見
書
等
を
い
つ
で
も
閲

覧
で
き
る
よ
う
に
し
、
各

議
員
が
提
出
し
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
議
長
に
提
出

し
議
会
運
営
委
員
会
で
審

議
す
る
。
但
し
、
北
海

道
、
根
室
町
村
議
会
議
長

会
や
当
町
の
団
体
か
ら
提

出
さ
れ
た
も
の
は
直
接
、

議
会
運
営
委
員
会
で
審
議

す
る
。

　

３
月
９
日
に
全
員
協
議
会
を
開
催
し
、
改
選
後
の
議
会
運
営
等
に
つ
い
て

申
し
合
わ
せ
を
し
ま
し
た
。
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一般会計補正予算
主なもの （単位：千円）

項　目 金　額 内　容

起業等支援事業
〔交付金・繰越〕 6,000 新分野への起業支援

国 2,543

標津町まち・ひと・しご
と創生本部活動費
〔交付金・繰越〕

5,294
創生本部活動・総合戦略策
定のための人口ビジョン調
査など
国 4,128

高齢者福祉施設開設
準備金 50,000

標津福祉会が平成28年度
開設をめざしている高齢者
福祉施設への財政支援

子ども・子育て基金
積立金 80,000 標津こども園の建設費の財

政確保のための積立金

乳幼児紙おむつ購入費
助成事業
〔交付金・繰越〕

2,012
０歳から２歳までに使用す
る紙おむつにかかる費用の
助成
国 853

子ども医療費助成事業
〔交付金・繰越〕 3,960

子ども医療費の無料化。
平成27年度からの拡大分
（高校生拡大分）
国 3,960

酪肉経営振興対策基金
積立金 30,000 政策積立

水産物ブランドづくり
推進事業
〔交付金・繰越〕

8,872

船上一本〆をはじめとする
当町の各種製品の試験製
造、試験販売、啓発などの対
策
国 3,762

水産振興基金積立金 31,000 政策積立 30,000
寄　　附 1,000

プレミアム商品券発行
事業
〔交付金・繰越〕

18,840
商工会の商品券に30％の
プレミアムを上乗せ
国 15,692　道 3,140　

除雪及び排雪経費 60,000 除雪業務委託料の不足

標津高校存置対策事業
〔交付金・繰越〕 3,600

教科書・制服代助成、町外生
徒の医療費助成（無料化）
国 3,200

条例制定
○ 標津町議会委員会の条
例の一部を改正する条
例制定

提 出 者
議会運営委員長

　藤巻　国治

○ 年金積立金の専ら被保
険者の利益のための安
全かつ確実な運用に関
する意見書

提 出 者

　大垣　　勇議員

○ 雇用の安定を求める意
見書

提 出 者

　大垣　　勇議員

○ 農協関係法制度の見直
しに関する意見書

提 出 者
議会運営委員長

　藤巻　国治

○ TPP交渉等国際貿易
交渉に係る意見書

提 出 者
議会運営委員長

　藤巻　国治

意見書
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平成27年第１回定例会（３月６～ 13日）で３議員が一般質問をしました。
各議員の質問項目とその内容を要約して掲載します。

町政のそこが聞きたい
稗　貫　隆　樹　議員 6ページ
　●  「地方創生」!!
　　　   「教育」と「女性の活用」から本町の取り組みを問う

吉　田　　　智　議員 7ページ
　●   　　　「標津農業」の政策展望を質す

　●　　循環型環境システム

　　　　バイオマスエネルギーの活用を…
　●　認知症等徘徊高齢者に
　　　　最先端の「見守りサービス」の貸与を…

高　橋　幹　雄　議員 8ページ
　●　国保税の軽減対策と広域化について

一　般　質　問

TACＳ
しべちゃMMJ

▼国民健康保険  [national health insurance]

自営業者、農業者、５人未満の個人事業所の労働者、健康保険が
適用されない非正規労働者、失業者、定年退職した無職者、外国
人等が加入する医療保険。国民の31％が加入。市町村が保険者と
なっている市町村国保と医師など同業者による国民健康保険組合
がある。市町村国保は高齢者が多く医療費が高額となる一方、加
入世帯の23％を無所得世帯、43％を保険料軽減世帯が占めるなど、
財政問題が深刻化している。
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問
「
地
方
創
生
」・
人
口

減
少
対
策
５
ヵ
年
計
画
を

「
教
育
立
町
」
の
視
点
か

ら
そ
の
教
育
環
境
の
充
実

を
図
る
こ
と
は
重
要
。
地

域
の
「
学
力
・
教
育
力
」

の
向
上
を
目
指
す
取
り
組

み
は
。

　

公
立
小
中
学
校
の
一
貫

教
育
を
踏
ま
え
小
中
学
校

校
舎
改
築
（
耐
用
年
数
等

考
慮
）、
高
校
を
も
含
め

た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
早
期
実
現
、

仮
称
「
標
津
こ
ど
も
園
」

を
含
め
た
、
幼
児
・
児
童

生
徒
の
能
力
・
可
能
性
を

問
「
女
性
が
活
躍
す
る

社
会
」、「
女
性
が
輝
く
社

会
」
の
実
現
は
時
代
の

趨す
う
せ
い勢
。
本
町
人
口
の
半
数

を
超
え
る
女
性
の
活
躍
は
、

町
の
未
来
を
左
右
す
る
重

要
な
テ
ー
マ
。

　

女
性
管
理
職
の
登
用
、

女
性
雇
用
の
拡
大
、
女
性

農
業
後
継
者
育
成
等
々
。

更
に
は
標
津
町
版
「
女
性

会
議
」
を
設
置
し
、
女
性

の
視
点
か
ら
の
声
を
町
政

に
反
映
さ
せ
る
等
、
一
歩

踏
込
ん
だ
対
応
が
標
津
町

の
未
来
を
変
え
て
い
く
の

で
は
。

　
「
雇
用
」、「
教
育
」、

「
女
性
の
輝
く
社
会
」
等
、

各
分
野
で
地
域
活
性
・
人

口
減
少
問
題
に
挑
戦
す
る

新
し
い
発
想
を
形
に
し
て

い
く
標
津
町
の
組
織
力
を

稗貫　隆樹 議員

「
地
方
創
生
」！「
教
育
立
町
」を

目
指
し
て
戦
略
を

女
性
の
活
躍
す
る
社
会
の
実
現
を

引
き
出
す
「
特
色
あ
る
教

育
の
展
開
」
は
。

　

老
朽
化
し
て
い
る
プ
ー

ル
の
改
築
・
改
修
も
、
地

域
の
要
望
を
踏
ま
え
て
の

課
題
で
あ
る
。

　

上
川
管
内
東
川
小
学
校

の
新
校
舎
改
築
の
取
組
み

も
参
考
に
な
る
の
で
は
。

答
「
学
校
教
育
」
は
児

童
生
徒
が
社
会
に
出
て
か

ら
の
人
間
形
成
を
行
う
訓

練
の
期
間
。
教
育
は
エ
ン

ふ
る
さ
と
教
育
を
展
開
し

　
　
個
性
値
を
伸
ば
す
教
育
力

女
性
の
役
割
を
十
分
に
考
え
る

ド
レ
ス
で
あ
り
、
一
時

の
停
滞
も
許
さ
れ
な
い
。

よ
っ
て
「
教
育
基
本
方

針
」
に
し
た
が
っ
て
推
進

し
て
い
く
。

　

地
方
の
環
境
で
は
偏
差

値
よ
り
も
実
学
を
求
め
る

親
も
い
る
中
で
、
大
事
な

の
は
「
ふ
る
さ
と
教
育
」

で
あ
り
、
地
域
の
教
育
力
、

家
庭
の
協
力
を
頂
い
て
、

子
ど
も
た
ち
の
個
性
値
を

伸
ば
す
教
育
を
展
開
し
て

い
き
た
い
。
教
育
予
算
に

つ
い
て
も
今
後
も
削
る
こ

と
な
く
対
応
し
て
い
く
。

　

新
し
く
「
教
育
会
議
」

を
立
ち
上
げ
「
人
・
物
・

財
政
」
の
視
点
か
ら
十
分

に
話
し
合
い
、
ど
ん
な
戦

略
が
必
要
か
検
討
し
取
り

組
ん
で
行
く
。

　

標
津
高
校
の
入
試
の
結

果
、
68
名
の
合
格
を
踏
ま

え
、
町
が
今
後
も
小
中
、

高
校
と
十
分
に
連
携
を
持

ち
、
振
興
会
を
通
じ
て
対

応
し
て
い
く
。

東川小学校新校舎＆記念アーチ

発
揮
す
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
期
待
。

答　

現
在
、
一
般
行
政

職
に
つ
い
て
は
、
82
名
中
、

15
名
が
女
性
。
そ
の
内
女

性
管
理
職
は
１
名
（
専
門

職
で
１
名
）
で
あ
る
。
毎

年
の
人
事
異
動
希
望
調
査

を
と
っ
て
対
応
。

　

登
用
に
つ
い
て
は
一
定

の
経
験
・
知
識
・
指
導

力
・
社
会
性
・
実
績
・
年

齢
的
な
面
が
必
要
で
あ
り
、

中
途
退
職
等
マ
イ
ナ
ス
面

を
考
え
る
と
厳
格
な
管
理

が
求
め
ら
れ
る
。

　

制
度
的
、
社
会
的
、
施

設
的
問
題
が
あ
る
が
、
互

い
に
認
識
を
共
有
し
、

ト
ー
タ
ル
で
女
性
の
在
り

方
、
役
割
を
十
分
に
考
え

て
い
き
た
い
。
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問
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
、
農
協

改
革
が
叫
ば
れ
る
中
、
ホ

ク
レ
ン
の
一
元
集
荷
、
共

同
計
算
・
共
同
販
売
の

シ
ス
テ
ム
を
通
さ
ず
※
Ｍ

Ｍ
Ｊ
の
新
た
な
送
集
乳
シ

ス
テ
ム 

参
考
資
料
1 

に
よ

り
、
本
州
の
乳
業
メ
ー

カ
ー
に
生
乳
を
出
荷
す
る

酪
農
法
人
が
増
え
、
根
室

管
内
の
酪
農
2
法
人
が
、

こ
の
枠
組
み
に
加
入
す
る

見
込
み
で
あ
る
。
一
方
、

標
茶
町
に
お
い
て
Ｊ
Ａ
標

茶
と
雪
印
種
苗
、
町
が
出

資
し
、
自
給
飼
料
で
、

搾
乳
牛
３
０
０
頭
、
育

成
牛
２
０
０
頭
で
年
間

２
４
０
０
ト
ン
の
生
乳
生

産
を
目
指
す
「
Ｔた

Ａっ

Ｃく

Ｓす

「
標
津
農
業
」の

政
策
展
望
を
質
す

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
有
効
利
用
を
…

循
環
型
環
境
シ
ス
テ
ム

し
べ
ち
ゃ
」
が
４
月
よ
り

生
乳
生
産
を
始
め
る
。

　

当
町
を
支
え
る
柱
梁
で

あ
る
「
標
津
農
業
」
の
政

策
展
望
を
質た

だ

す
。

答
本
町
の
存
亡
に
係
る

課
題
故ゆ

え

に
、
総そ

う

花ば
な

的
答
弁

に
な
ら
ぬ
様
、
Ｊ
Ａ
標
津

と
一
体
を
成
し
、
直
営
酪

農
法
人
を
含
め
検
討
を
重

ね
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す

る
。

答
滝
本
農
林
水
産
課
長

　

本
町
は
、
鉄
触
媒
に
よ

る
人
工
腐
植
化
技
術
を
循

環
型
環
境
シ
ス
テ
ム
構
築

事
業
と
し
て
推
進
し
、
環

境
対
策
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
展
開
し

て
行
く
。（
大
手
建
設
業

社
と
提
携
予
定
）

　

又
、
Ｊ
Ａ
標
津
と
連
携

し
、「
国
営
環
境
保
全
型

か
ん
が
い
排
水
事
業
」
の

導
入
の
検
討
を
推
進
す
る
。

問
新
年
度
予
算
に
、
徘

徊
の
見
ら
れ
る
認
知
症
高

齢
者
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
を
貸

与
し
、
徘
徊
し
た
場
合
に
、

位
置
情
報
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
徘
徊
者
の
現
在
地
を
特

定
し
、
早
期
発
見
を
目
的

MMJ

TACＳしべちゃ

※MMJ：株式会社MMJ（ミルク・マーケット・ジャパン）群馬県伊勢崎市昭和町3928
　日本国内唯一の「指定生乳者団体」外の原乳流通全国ネット

Ｊ
Ａ
標
津
と

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る

「
人
工
腐
植
化
技
術
」と

環
境
保
全
型

か
ん
が
い
排
水
事
業

で
対
応
を
…

参考資料1

参考資料2

参考資料3

国営認
知
症
等
徘
徊
高
齢
者
に

最
先
端
の

「
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
」の
貸
与
を

と
し
た
「
認
知
症
等
徘
徊

高
齢
者
対
策
事
業
」
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。
介
護
家

族
に
と
っ
て
は
、
歓
天
喜

地
の
思
い
で
あ
ろ
う
。

　

再
先
端
の
「
見
守
り

サ
ー
ビ
ス
」
参
考
資
料
３

を
提
案
す
る
と
共
に
、
該

当
者
の
把
握
に
は
、
万ば

ん

遺い

漏ろ
う

な
き
よ
う
努
め
て
頂
き

た
い
。

答
導
入
シ
ス
テ
ム
に
関

し
て
は
、
精
査
し
、
よ
り

有
効
な
機
能
の
物
と
す
る
。

　

該
当
高
齢
者
の
把
握
に

は
、
充
分
な
留
意
を
計
る
。

該
当
高
齢
者
を

し
っ
か
り
と
把
握
す
る

吉田　智 議員

問
家
畜
ふ
ん
尿
の
適
切

な
処
理
対
策
と
し
て
、
別

海
町
の
バ
イ
オ
マ
ス
産
業

都
市
構
想 

参
考
資
料
2 

に

基
づ
く
、
バ
イ
オ
マ
ス
プ

ラ
ン
ト
建
設
が
あ
る
。

　

本
町
の
バ
イ
オ
マ
ス
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
活
用
し

た
総
合
的
な
循
環
型
環
境

シ
ス
テ
ム
構
想
の
具
現
性

を
問
う
。
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問
去
年
10
月
に
「
町
民

ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し

た
。
そ
の
中
で
「
３
〜
４

年
前
と
比
べ
て
暮
ら
し
が

苦
し
く
な
っ
た
」
が
62
％

だ
っ
た
。
そ
の
理
由
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
国
保
税
、

介
護
保
険
料
負
担
増
が

59
％
（
複
数
回
答
）
だ
っ

た
。
又
、
回
答
者
の
77
％

が
国
保
加
入
者
で
、
そ
の

12
％
が
「
負
担
が
大
き

く
て
払
え
な
い
」、
76
％

が
「
完
納
し
て
い
る
が
負

担
が
大
変
だ
」
と
の
回
答
。

負
担
増
の
要
因
は
、
国
の 高橋　幹雄 議員

国
保
税
の
軽
減
対
策
と

　

        

広
域
化
に
つ
い
て

社
会
保
障
予
算
の
削
減
に

よ
る
も
の
。
町
の
軽
減
策

と
し
て
①
町
民
の
健
康
づ

く
り
に
、
よ
り
力
を
込
れ

医
療
費
を
押
え
る
。
②
減

免
制
度
を
条
例
化
し
て
明

確
に
す
る
。
③
一
般
会
計

か
ら
法
定
外
繰
入
れ
を

し
て
引
き
下
げ
る
。
国

保
の
運
営
が
町
村
か
ら

２
０
１
８
年
度
よ
り
都
道

府
県
に
移
行
す
る
と
さ
れ

て
い
る
が
❶
医
療
費
の
抑

制
、
自
己
負
担
増
、
保
険

料
の
引
き
上
げ
、
徴
収
の

強
化
に
な
る
の
で
は
。
❷

広
い
北
海
道
で
は
無
理
で

は
な
い
か
。
❸
地
方
六
団

体
の
対
応
は
。

答
国
保
加
入
者
は
自
由

業
、
農
林
水
産
業
、
退
職

者
が
加
入
し
て
い
る
。
年

早
期
に
病
気
の
発
見
と

   

早
期
診
療
で
医
療
費
減
を

齢
構
成
も
高
く
、
低
所
得

者
も
多
く
、
国
保
会
計
は

慢
性
的
な
赤
字
と
な
っ
て

い
る
。
国
保
世
帯
は
町
民

の
約
50
％
だ
。
国
保
税
は

税
額
の
差
が
大
き
く
、
全

国
で
５
倍
、
全
道
で
も
2.6

倍
の
格
差
が
あ
る
。
根
室

管
内
で
は
保
険
税
が
高
く
、

道
内
ベ
ス
ト
10
に
入
る
町

も
あ
る
。
保
険
料
の
軽
減

策
と
し
て
提
案
に
あ
る
医

療
費
の
抑
制
に
つ
い
て
は
、

町
と
し
て
も
努
力
し
て
き

た
。
早
期
発
見
、
早
期
治

療
、
何
よ
り
も
予
防
が
大

事
で
あ
り
、
特
定
健
診
は

19
％
か
ら
30
％
に
上
が
っ

て
い
る
。
目
標
の
60
％
に

向
け
て
受
診
環
境
を
整
え

て
い
く
。
減
免
制
度
の
周

知
に
つ
い
て
は
、
制
度
を

周
知
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

金
額
を
明
示
し
た
り
、
属

人
的
に
制
度
該
当
者
で
あ

る
こ
と
を
知
ら
せ
る
事
が

必
要
と
の
考
え
か
ら
、
今

後
研
究
し
て
い
く
。
一
般

会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
り

入
れ
に
つ
い
て
、
国
保
税

が
安
く
な
っ
た
と
実
感
し

て
も
ら
う
に
は
、
相
当
の

処
置
を
構
じ
る
必
要
が
あ

る
。
保
険
税
の
負
担
は
、

低
所
得
者
に
と
っ
て
大
き

い
と
理
解
し
て
い
る
が
、

財
政
見
通
し
の
問
題
が
あ

る
。
平
成
28
年
か
ら
普
通

交
付
税
が
減
少
す
る
と
思

わ
れ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え

て
来
年
に
し
っ
か
り
見
通

す
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

　

広
域
化
の
地
方
六
団
体

の
対
応
は
、

（
知
事
会
）
結
果
的
に
財

政
的
負
担
を
押
し
つ
け
ら

れ
る
こ
と
は
断
じ
て
認
め

ら
れ
な
い
。

（
全
国
市
町
会
）
財
政
基

盤
の
強
化
を
図
る
こ
と
が

必
要
。
国
が
財
政
支
援
す

る
と
言
う
こ
と
で
、
基
本

的
自
治
体
と
丁
寧
に
協
議

し
、
確
実
に
反
映
す
る
こ

と
を
求
め
て
い
る
。

（
全
国
町
村
会
）
財
政
要

因
を
は
じ
め
と
し
て
、
都

道
府
県
が
担
う
こ
と
を
基

本
と
し
た
こ
と
を
評
価
し

て
、
構
造
的
問
題
の
解
決

策
を
先
に
示
し
て
ほ
し
い

と
の
対
応
。
広
い
北
海
道

で
は
無
理
と
の
指
摘
だ
が
、

北
海
道
内
で
は
、
人
口
の

大
小
に
大
き
な
差
が
あ
り
、

同
等
に
や
る
と
し
た
ら
難

し
い
の
で
は
。
医
療
費
は

自
己
負
担
増
も
大
き
く
な

る
。
国
費
が
投
入
さ
れ
な

け
れ
ば
上
る
こ
と
に
な
る

が
、
現
在
は
不
明
。
今
後
、

全
国
町
村
会
と
も
連
絡
を

と
り
対
応
し
て
い
く
。

平成27年度 第1回 総合検診
（特定健康診査・がん検診・他）のご案内
健 診 日

受付時間

６月11日(木）川北
６月12日(金）標津
６月13日(土）標津
午前6時～10時30分

11日  川北生涯学習センター
　 12日・13日  標津町保健福祉センター
会　　場



9　しべつ議会だより

人口減少時代に挑戦する
「政策パッケージ2015」

平成27年３月10日～13日
予算審査特別委員会

予
算
審
査
報
告

南　憲治副委員長 大垣　勇委員長

　

平
成
27
年
度
標
津
町
一

般
会
計
を
含
む
９
会
計
予

算
に
つ
い
て
は
、
議
長
を

除
く
10
名
の
議
員
に
よ

り
予
算
審
査
特
別
委
員

会
（
大
垣
勇
委
員
長
・
南

憲
治
副
委
員
長
）
を
設
置

し
、
３
月
10
日
か
ら
13
日

の
４
日
間
に
わ
た
っ
て
慎

重
に
審
議
し
た
結
果
、
本

会
議
に
お
い
て
全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。

事件の番号 事　　　　　　　　件　　　　　　　　名
議案第８号 標津町手数料条例の一部を改正する条例制定
議案第11号 標津町介護保険条例の一部を改正する条例制定
議案第14号 標津町医療技術職員等養成修学資金貸付条例制定
議案第15号 標津町医療技術職員等確保対策貸付金条例制定
議案第16号 標津町国民健康保険標津病院設置等に関する条例の一部を改正する条例制定
議案第17号 標津町立幼稚園設置条例の一部を改正する条例制定
議案第29号 平成27年度標津町一般会計予算
議案第30号 平成27年度標津町国民健康保険特別会計（事業勘定）予算
議案第31号 平成27年度標津町国民健康保険特別会計（病院事業）予算
議案第32号 平成27年度標津町介護保険特別会計（事業勘定）予算
議案第33号 平成27年度標津町介護保険特別会計（サービス事業勘定）予算
議案第34号 平成27年度標津町後期高齢者医療特別会計予算
議案第35号 平成27年度標津町簡易水道特別会計予算
議案第36号 平成27年度標津町下水道特別会計予算
議案第37号 平成27年度標津町金山地域休養施設等特別会計予算

一 般 会 計 57億2,000万円
７特別会計 21億1,384万円
病院事業会計　9億2,118万円総額 87億5,502万円

平成27年度 予算原案可決

　「海・山・川・大平原がおりなす　感動の大地・標津町」の実現に向けて、「ふるさと新
生プラン・ステップⅡ」および「政策パッケージ2015」（28事業）で掲げた事業の確実な実
践を進めます。

　「海・山・川・大平原がおりなす　感動の大地・標津町」の実現に向けて、「ふるさと新

平成27年度の主な事業

8事業 7事業 6事業 7事業

結婚・子宝・
子育ての政策

定住・生活・
地域の政策

健康・福祉・
防災の政策

産業・起業・
環境の政策
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～町民力・地域力・行政力の結集によるまちづくりの実践～～町民力・地域力・行政力の結集によるまちづくりの実践～

57億2,000万円でスタート2,000
平成27年度　一般会計予算 対前年当初比

5.7％増

各会計予算額 

※各会計の端数処理により、合算と合計額が合わない場合があります。

会　計　区　分 平成27年度 平成26年度 対前年度
比較（％）

一　般　会　計 57億2,000万円 54億1,100万円 5.7

特　
　

別　
　

会　
　

計

国民健康保険特別会計（事業勘定） 10億4,096万円 9億4,424万円 10.2

介護保険特別会計（事業勘定） 4億5,261万円 4億5,743万円 ▲   1.1

介護保険特別会計︵サービス事業勘定︶ 2,533万円 2,724万円 ▲   7.0

後期高齢者医療特別会計 1億1,442万円 1億2,355万円 ▲   7.4

簡易水道特別会計 1億5,963万円 2億1,123万円 ▲ 24.4

下水道特別会計 3億   149万円 3億2,343万円 ▲   6.8 

金山地域休養施設等特別会計 1,942万円 1,673万円 16.0

特　別　会　計　合　計 21億1,384万円 21億   385万円 0.5

企
業
会
計

国民健康保険特別会計 収益的収支 7億9,869万円 7億8,877万円 1.3
︵病院事業︶ 資本的収支 1億2,249万円 8,251万円 48.5

企業会計合計 9億2,118万円 8億7,128万円 5.7 

総　　　　　　　計 87億5,502万円 83億8,613万円 4.4

　　　　
　依

存
財
源
　
　
　
　
　　

　　
　　　　自主

財
源

総務費
3億3,461万円（5.8％）

民生費
7億2.365万円
（12.7％）

衛生費
6億9.512万円
（12.1％）

町税
６億4,626万円
（11.3％） 繰入金

3億142万円
（5.3％）

使用料ほか
3億7,704万円
（6.6％）

地方譲与税ほか
2億30万円
（3.5％）

道支出金
4億2,766万円
（7.5％）

国庫支出金
3億1,763万円
（5.5％）

町債
６億4,521万円
（11.3％）

※自主財源　13億2,472万円（23.2％）
※依存財源　43億9,528万円（76.8％）

地方交付税
28億448万円
（49.0％）

議会費
5,603万円（1.0％）

労働費
353万円
（0.1％）

農林水産業費
6億4,374万円
（11.2％）

商工費
1億1.755万円
（2.0％）

土木費
8億5,528万円
（15.0％）

消防費
2億9,750万円
（5.2％）

教育費
5億773万円
（8.9％）

公債費
6億1,902万円
（10.8％）

諸支出金
1万円
（0.0％）

職員費
8億5,625万円
（15.0％）

予備費
1,000万円（0.2％）

歳出
57億2,000万円

町　債＝借　金
公債費＝返済金

歳入
57億2,000万円

｢科目別」内訳｢財源別」内訳
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氏名

年月日

稗
　
貫

吉
　
田

藤
　
本
南
大
　
垣

石
　
橋

藤
　
巻

木
　
下

高
　
橋

小
　
川

Ｈ27.３.10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
Ｈ27.３.11 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ27.３.13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【予算審査特別委員会】委員数10人

年・月・日
氏名

議会名

稗
　
貫

吉
　
田

藤
　
本
南
大
　
垣

石
　
橋

藤
　
巻

木
　
下

高
　
橋

小
　
川

田
　
中

Ｈ26.６.11 第２回定例会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ26.９.18 第３回定例会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ26.９.19 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
Ｈ26.12.11 第４回定例会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ26.12.12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ27.３.６

第１回定例会
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ｈ27.３.９ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ27.３.13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【定　例　会】議員11人

年・月・日
氏名

議会名

稗
　
貫

吉
　
田

藤
　
本
南
大
　
垣

石
　
橋

藤
　
巻

木
　
下

高
　
橋

小
　
川

田
　
中

Ｈ26.５.15 第１回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
Ｈ26.10.15 第２回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ26.11.26 第３回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ27.１.15 第１回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【臨　時　会】議員11人

   議員の出欠状況 出席……○　 欠席……×

氏名

年月日

稗
　
貫

吉
　
田

藤
　
本
南
石
　
橋

藤
　
巻

木
　
下

高
　
橋

小
　
川

Ｈ26.10.27 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ26.10.28 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ26.10.31 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【決算審査特別委員会】委員数９人

氏名

年月日

稗
　
貫

大
　
垣

小
　
川

吉
　
田

木
　
下

Ｈ26.４.17 ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ26.５.23 ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ26.６.４ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ26.７.１ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ26.８.５ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ26.９.11 ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ26.10.10 ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ26.11.10 ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ26.12.５ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ27.１.15 ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ27.２.18 ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ27.２.23 ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ27.３.２ ○ ○ ○ ○ ○

【総務経済常任委員会】委員数５人

氏名

年月日

藤
　
本

藤
　
巻

高
　
橋
南
石
　
橋

Ｈ26.４.17 ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ26.５.13 ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ26.６.４ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ26.７.４ ○ ○ ○ × ○
Ｈ26.８.12 × ○ ○ ○ ○
Ｈ26.９.11 ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ26.10.14 ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ26.12.２ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ26.12.５ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ27.１.19 ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ27.２.23 ○ ○ ○ ○ ○

【文教福祉建設常任委員会】委員数５人

氏名

年月日

大
　
垣
南
石
　
橋

吉
　
田

Ｈ26.４.９ ○ ○ ○ ○
Ｈ26.４.18 ○ ○ ○ ○
Ｈ26.４.22 ○ ○ ○ ○
Ｈ26.６.11 ○ ○ ○ ○
Ｈ26.７.８ ○ ○ ○ ○
Ｈ26.７.16 ○ ○ ○ ○
Ｈ26.７.24 ○ ○ ○ ○
Ｈ26.９.18 ○ ○ ○ ○
Ｈ26.10.10 ○ ○ ○ ○
Ｈ26.10.17 ○ ○ ○ ○
Ｈ26.10.22 ○ ○ ○ ○
Ｈ26.12.11 ○ ○ ○ ○
Ｈ27.１.９ ○ ○ ○ ○
Ｈ27.１.16 ○ ○ ○ ○
Ｈ27.３.９ ○ ○ ○ ○
Ｈ27.４.３ ○ ○ ○ ○
Ｈ27.４.13 ○ ○ ○ ○
Ｈ27.４.17 ○ ○ ○ ○

【広報特別委員会】委員４人
氏名

年月日

石
　
橋

木
　
下

小
　
川

大
　
垣

藤
　
巻

Ｈ26.６.４ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ26.９.11 ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ26.12.５ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ27.３.２ ○ ○ ○ ○ ○

【議会運営委員会】委員数5人

氏名

年月日

稗
　
貫

吉
　
田

藤
　
本
南
大
　
垣

石
　
橋

藤
　
巻

木
　
下

高
　
橋

小
　
川

田
　
中

Ｈ26.４.17 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ26.６.11 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ26.９.11 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ26.11.26 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ26.12.５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ26.12.12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ27.２.23 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｈ27.３.９ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【全員協議会】委員数11人
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そ
の
１

　

私
が
学
校
を
卒
業
し
て
標
津
町

川
北
に
住
ん
で
28
年
、
そ
の
間
た

く
さ
ん
の
人
と
出
会
い
色
々
な
経

験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
楽
し

か
っ
た
の
で
あ
っ
と
い
う
間
に
50

歳
で
す
。

　

当
時
、
色
々
な
地
域
の
行
事
で

は
言
わ
れ
る
ま
ま
に
お
手
伝
い
、

し
か
し
い
つ
の
間
に
か
若
い
人
に

お
願
い
す
る
側
に
…
。
と
り
あ
え

ず
自
分
が
昔
疑
問
を
感
じ
た
こ
と

は
改
善
し
な
が
ら
や
っ
て
い
か
な

き
ゃ
!
と
、
色
々
考
え
て
い
る
う

ち
に
「
イ
ベ
ン
ト
に
は
遊
び
心
と

笑
い
声
が
必
要
」
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
日
本
の
神
話
に
あ

る
天
の
岩
戸
の
お
話
、『
閉
じ
こ

も
っ
て
い
た
天
照
大
御
神
が
天
の

岩
戸
を
開
け
た
の
は
踊
っ
て
楽
し

む
八
百
万
の
神
々
の
笑
い
声
に
引

き
寄
せ
ら
れ
た
か
ら
』（
詳
し
く
は

日
本
の
神
話+

天
の
岩
戸 

検
索 

➡)

と
か
。
楽
し
そ
う
な
笑
い
声
に
は

人
を
引
き
寄
せ
る
力
が
あ
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　

行
事
に
つ
き
も
の
の
荷
物
運

び
、
中
味
に
ち
ょ
っ
と
こ
だ
わ
っ

て(

遊
び
心)

仕
事
が
増
え
た
け

ど
結
果
は
大
成
功
!
疲
れ
を
癒
し

て
く
れ
る
仲
間
と
の
楽
し
い
お

し
ゃ
べ
り
と
笑
い
声
、
そ
し
て
み

ん
な
で
後
始
末
、
片
付
け
の
手
を

抜
い
て
苦
情
が
来
て
し
ま
っ
て
は

全
て
が
大
無
し
、
そ
ん
な
こ
と
は

も
っ
た
い
な
い
。
主
催
者
側
は
つ

ね
に
少
々
の
問
題
を
抱
え
て
い
る

も
の
。
で
も
、
し
か
め
っ
面
で
は

こ
れ
ま
た
大
無
し
、
苦
し
い
時
も

笑
顔
を
忘
れ
ず
が
大
切
。
イ
ベ
ン

ト
の
盛
り
上
が
り
は
地
域
の
元
気

の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
、
水
キ
ラ
リ
、

冬
祭
り
、
そ
し
て
標
津
町
、
楽
し

い
と
こ
ろ
に
人
は
集
ま
る
!

そ
の
２

　

私
の
学
生
時
代
の
専
攻
は
宇
宙

工
学
で
す
。
今
も
新
情
報
を
コ
ツ

コ
ツ
仕
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

最
近
興
味
を
持
っ
た
も
の
を
一
つ

紹
介
し
ま
す
。
そ
れ
は
宇
宙
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
と
い
う
技
術
で
す
。
文

字
通
り
ロ
ケ
ッ
ト
で
は
な
く
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
に
乗
っ
て
宇
宙
に
行
こ

う
と
い
う
話
で
す
。
も
と
に
な
っ

た
の
は
イ
ギ
リ
ス
の
Ｓ
Ｆ
作
家

ア
ー
サ
ー
Ｃ
ク
ラ
ー
ク
の
「
楽
園

の
泉
」
と
い
う
小
説
で
す
。
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
造
っ
た
日
本
の

会
社
が
立
て
た
計
画
で
２
０
５
０

年
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
静
止
衛
星
軌
道
上
（
高

度
３
６
０
０
０
㎞
）
に
拠
点
を
造

り
、
そ
こ
か
ら
赤
道
上
に
カ
ー
ボ

ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
の
ケ
ー
ブ
ル
を

降
ろ
し
て
い
き
ま
す
。
重
力
と
遠

心
力
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
為
、
反

対
方
向
に
も
ケ
ー
ブ
ル
を
延
ば
し

て
い
き
ま
す
。
赤
道
か
ら
宇
宙
に

延
び
る
ケ
ー
ブ
ル
を
昇
り
降
り
す

る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
完
成
で
す
。

　

当
然
課
題
は
山
積
み
で
す
。

ケ
ー
ブ
ル
に
使
う
、
ス
チ
ー
ル
ワ

イ
ヤ
ー
の
1/5
の
重
さ
で
20
倍
の
強

度
を
持
つ
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー

ブ
の
結
晶
は
現
在
２
㎝
が
限
界
、

そ
れ
を
宇
宙
か
ら
赤
道
上
に
降
ろ

し
て
い
く
技
術
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

供
給
も
研
究
中
で
す
。
し
か
し
必●

要●

は●

発●

明●

の●

母●

、
い
ず
れ
も
実
現

に
向
け
多
く
の
科
学
者
が
研
究
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
完
成
す
る

と
宇
宙
に
行
く
為
に
ロ
ケ
ッ
ト
に

乗
る
よ
う
な
訓
練
は
い
ら
な
く
な

り
費
用
も
格
安
に
な
る
の
で
す
。

速
度
は
時
速
２
０
０
㎞
、
２
時
間

で
現
在
の
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
高
度
に
着
き
ま
す
。
ど
う
で

す
か
２
０
５
０
年
ま
で
長
生
き
し

て
見
た
く
な
り
ま
し
た
か
？
ち
な

み
に
私
は
高
所
恐
怖
症
で
す
。

最
後
に

　

今
、
限
界
集
落
と
い
う
言
葉
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
私
が
後
期
高

齢
者
の
次
に
嫌
い
な
行
政
用
語
で

す
。
い
く
ら
お
年
寄
り
の
割
合
が

増
え
て
も
限
界
と
い
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
現
に
川
北
の
し
ら
か

ば
会
は
地
域
を
け
ん
引
す
る
く
ら

い
に
活
発
で
す
。
５
３
０
０
人
の

標
津
町
民
が
団●

結●

し
、
生
き
残
る

た
め
の
知
恵
を
出
し
合
い
、
小
さ

く
て
も
笑
顔
の
あ
る
町
、
夢
の
あ

る
町
、
長
生
き
し
た
く
な
る
町
、

子
育
て
を
し
た
く
な
る
よ
う
な

町
、
要
す
る
に
楽
し
そ
う
で
人
が

集
ま
っ
て
く
る
よ
う
な
雰
囲
気
を

築
い
て
い
き
ま
せ
ん
か
。
そ
し
て

標
津
発
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
を
ど
ん

ど
ん
発
信
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

私
も
い
つ
も
考
え
て
い
ま
す
よ
、

こ
の
町
が
大
好
き
で
す
か
ら
。

　

当
四
人
の
編
集
子
に
よ

る
最
終
号
と
な
り
ま
し
た
。

１
３
９
号
よ
り
、写
真・図
表

を
豊
富
に
掲
載
し
、１
４
６

号
よ
り
、全
頁
フ
ル・カ
ラ
ー

印
刷
と
し
、１
４
７
号
よ
り
、

「
広
報
し
べ
つ
」の
色
合
い

に
合
わ
せ
、季
節
感
を
高
め
、

「
読
ん
で
頂
け
る
紙
面
」作

り
を
心
掛
け
て
来
た
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

更
に
、１
５
０
号
特
集
号

を
発
行
し
、前
人
の
足
跡
を

辿た
ど

る
事
が
で
き
ま
し
た
。

～
前ぜ

ん

人じ
ん

樹き

を
植う

え
て

　
　
　
　

 

後こ
う

人じ
ん

涼り
ょ
う

を
得う

～

　

私
達
の「
議
会
だ
よ
り
」

に
対
し
、ご
評ひ

ょ
う

言げ
ん

、ご
協
力
を

賜
わ
り
、誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

新
編
集
子
に
よ
り
発
行
さ

れ
る
本
紙
に
対
し
て
も
、今

迄
同
様
の
ご
支
援
と
ご
愛
読

を
お
願
い
申
し
上
げ
、擱か

く

筆ひ
つ

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

（
吉
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・標津町議会ホームページ…http://www.shibetsutown/gikai.html
・お問い合わせ………………gikai@shibetsutown.jp

「4年間ありがとうございました」 広報特別委員会
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